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Start from Autumn, 2024
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「オモハラみんなのフォトアルバム」は神宮前・

南青山・北青山の思い出写真を皆様から集めさ

せて頂き、ひとこと思い出エピソードを添えた

ウェブフォトアルバムです。

初めて遊びに来た日や家族との思い出、日常の

ささいな出来事から七五三や進学、上京をはじ

めとする節目、お店をオープンした日など、い

ろいろな人がこの街で体験したことをこの街の

思い出として残していきます。

とは

画像協力：「東京おとなガレージ」昭和の残像／昭和５５年・原宿
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なぜ始めるか

この街はいつの時代も人々を魅了しています。

多くの人たちが海外から訪れ、

日本の地方からも憧れと期待を胸に訪れる。

もちろん、生活の拠点とする人もいれば、

この街で商売や仕事をする人も多くいます。

ローカルメディアである、OMOHARAREAL は、

そんな、様々な人たちのこの街での思い出を、

世代や時代も超えて集めてみたい。

そう考えました。

複雑に変化していくこの街を捉える上で、

OMOHARAREAL が大切にしたいのは、

みなさんの中にある“オモハラ”。

それは、みなさんが体験した思い出や経験こそが、

この街そのものだと考えているからです。

1972（昭和 47）年の原宿・竹下通り
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本企画が行いたいこと
ローカルメディアとして、いろいろな人の思い出が詰まった
街のフォトアルバム　をメディア内に作りたいと考えています。

現代においては、スマートフォン、インターネットなどの普及に

よって、数年前の写真や出来事の情報を得ることは容易くできま

す。しかしながら、昔の写真やこの街で起こった出来事の多くは

インターネット上にも掲載（2015年以前）が殆どなく、人の記

憶の中にしか存在していないことが多い状況です。

その為、みなさまにご協力いただき、街のためのフォトアルバム

を作ることで、現在の表参道・原宿だけではなく、それぞれの時

代のリアルな思い出や空気感を伝えていきたいと考えています。

そうすることにより、この街を利用していた方、利用している方、

これから訪れる方々がもっとこの街を味わい深い場所と感じ、

この街で過ごす時間を楽しんでいただける、過ごす時間を大事に

していただくきっかけ作りができればと思っています。

画像協力：「東京おとなガレージ」昭和の残像／昭和５５年・原宿
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ご協力いただきたいことご協力いただきたいこと
①思い出の写真のご提供と
　サイトへの掲載許可
※写真はデータとして利用させていただ 
　きますので、写真そのものはお戻しい　
　たします。データでのご提供も可能です。
※住所地が神宮前、南青山、北青山のもの
　に限らせていただきます。

ご提供いただいた写真についてのエピソードや、
昔のお話を伺わせていただきます。
※ アンケートへのご記入でも対応可能です。

②お話を伺う
　（簡単なインタビュー）

③このエリアでお話を
　伺える方のご紹介
必須ではございません。
もし、あの方ならもっと詳しくお話をお聞き
できるなど、ご紹介いただける方がいらっしゃ
いましたらご協力いただけると幸いです。

画像協力：波多利朗の funkygoods



年代

年月日　※ご記憶にあれば

写真タイトル

思い出話（100 字ほど）

ご提供者　※愛称可

URL（店舗様の場合その URL 個人の方の場合 SNS など）

①
②
③
④

①
②
③
④

①

②

③

④

⑤
⑥

⑤

⑥

⑤

⑥

ページ掲載例（横画像）

項目
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最後に

表参道・原宿はいつの時代も“語りたくなる街”であると私たち編集部は考えています。

年代を問わず街の人たちに当時の話を聞けば、その表情はイキイキとしながら、まるでつい最近起こった

ことのようにエピソードを私たちに話してくれます。

その時、知らなかった街の側面や歴史に驚き、まるで私たちもその場面にいたかのような、ワクワクと温度

感のある思い出を受け取ることができます。その時代を同じく過ごした人にとっては、きっと「その時その場

所にいた！」「そうだ、ここにはこれがあったな！」という共感だったり、自分が生まれる前の話だったら「い

いな、楽しそうだな、うらやましい！」と純粋に心を動かされるはず。

そんな風に語りたくなるエピソードが、この街にはあふれています。だからこそ、写真を切り口にエピソード

や思い出を集めて記録し、語り継いでいく。そうすることで街の人、街を訪れる人たちの世代をも超えた新し

いつながりが生まれるのではないかと考えています。将来的にはリアルな場での展覧会やイベントなど、開

催するのも一つの夢です。

この街に思い入れがある人たちによる、街のための“フォトアルバム”を一緒に作りませんか？

何卒、皆様のお力添えをよろしくお願いいたします。

OMOHARAREAL 編集部　一同
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